
第 1 回 病理 検査研究班 班会議議事録 

 

１ 日  時 ： 令和 2 年 08 月 28 日 (金)     19 時  00 分 ～ 21 時  00 分 

２ 場 所 ：  浦和コミュニティーセンター 第 5 集会室                           

３ 出席者 ： 岡村、森田、関口、細沼、高橋、小島、今村、荻、谷内、三鍋         

４ 欠席者 ： なし                                    

５ 議事内容 
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議案 1.次回の研修会について 

日時：9 月 25 日（金） 19：00～21：00  

会場：浦和コミュニティーセンター13 集会室 

テーマ：『アンケート調査報告とフォトサーベイ解説』 

講演 1：「ホルマリンおよびキシレン対策に関するアンケート調査報告」 

講師：関口 久男（埼玉県済生会栗橋病院） 

講演 1 の時間配分 30 分程度 

講演 2：「フォトサーベイを振り返る～迷った問題から学ぶ～その①」 

講師：小島 朋子（自治医科大学附属さいたま医療センター） 

講演 3：「フォトサーベイを振り返る～迷った問題から学ぶ～その②」 

講師：細沼 佑介（埼玉医科大学国際医療センター） 

講演 4：「フォトサーベイを振り返る～迷った問題から学ぶ～その③」 

講師：三鍋 慎也（防衛医科大学校病院） 

 講演 2～4 の時間配分 各 15～20 分程度 

司会：森田 繁 （さいたま市立病院） 

 

・今年度の研修会は事前申し込み制(日臨技 HP). 班員も申し込みが必要.(定員 35 名) 

・コロナウイルスの現在の感染状況を考慮し、開催が妥当であるか協議した．当日受付

時には参加者の皆様に体温の測定、マスクの着用、手指消毒に協力をお願いするとい

った感染対策を取りながら、開催することで了承された. 

 

議案 2. 一般・病理・細胞合同研修会について 

日時：10 月 23 日（金）19：00～21：00 

会場：浦和コミュニティーセンター第 15 集会室 

テーマ：『これが私たちの仕事です！！ 

～病理組織の復習と同一症例から学ぶ各担当の役割・ポイント～』 

講演 1：病理組織像の基本 ～腎臓・膀胱を中心に～ 

講師：岡村 卓哉（獨協医科大学埼玉医療センター病理診断科）    

講演 2：同一症例から考える① ～一般検査担当技師の立場から～ 
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講師：藤村 和夫（埼玉県済生会川口総合病院） 

講演 3：同一症例から考える② ～細胞検査士の立場から～ 

講師：永縄 真央（埼玉県済生会川口総合病院） 

講演 4：同一症例から考える③ ～病理医の立場から～ 

講師：山崎 早苗 先生（埼玉県済生会川口総合病院病理診断科 主任医長） 

司会：山﨑 泰樹（獨協医科大学埼玉医療センター病理診断科） 

 

・一般、病理、細胞の各検査研究班合同で研修会を実施する． 

・病理からは岡村班長が腎臓・膀胱の組織像について講演する．基本的事項を中心に解

説する予定． 

・会場の関係で定員が限られている(66 名程度)ため、班員からの参加者も申し込み人数

によっては調整が必要． 

 

議案 3. 11 月の研修会について 

日時：11 月 27 日（金）  

会場：浦和コミュニティーセンター第 13 集会室 

テーマ：『病理検査の基本を学ぼう ～固定について～』 

講演 1：「ホルマリン取扱い業務に関連する法律」 

講師：今村 尚貴（川口市立医療センター） 

講演 2：「新たな施設で、ホルマリン作業環境対策の取り組み」 

講師：森田 繁（さいたま市立病院） 

講演 3：「当院でのホルマリン運用について」 

講師：松本 祐弥（獨協医科大学埼玉医療センター病理診断科） 

講演時間 各 20～30 分程度 

司会：岡村 卓哉（獨協医科大学埼玉医療センター病理診断科） 

 

・講演終了後に質問･意見交換の時間を設ける．事前に質問を募集した方がよいか？ 

→ HP 上での募集は可能か．研修会案内に「質問のある方はメールでお寄せ下さい」

の文言をつけることで了承された． 

・テーマが「固定」になっているが、講演内容が固定というよりは「ホルマリンの扱い

方」のようになっているが大丈夫か？ 

→ 講演内容を提示しているので、そこまで思慮する必要はないのではないか．可能

であれば、講演内容に固定に関することも盛り込めればなおよい． 

 

議案 4. 今後の研修会について 

・例年開催している病理細胞合同研修会(認定単位取得)は、今年度は行わない.  

・例年では 2 月に研修会を実施しているがテーマはどうするか? 

→ 賛助会員企業に講演依頼をしてはどうか．Web 開催も可能ならば検討する． 
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議案 5. 今年度の埼玉県医学検査学会について  

・病理へは研修班セミナー等の依頼は無い 

・一般演題の座長、当日の実務委員等の依頼は有る予定 

 

議案 6. 各担当よりの報告 

会計：参加費無料に伴い予算増額.本年度 260,000 円. 7 月末時点で残金 244,820 円. 

書記：特になし.  

生涯教育：特になし. 

精度管理：今年度の埼玉県医師会サーベイのフォト問題を提出した．今回から Web 供覧

型となる．例年実施しているアンケートは実施しない． 

ホームページ：今年度になってから更新作業を 2 回行った． 

 

議案 7．2021 年埼玉県学会の病理学術委員の推薦について 

・川口市立医療センター 内田真仁氏に依頼することで了承された． 

 

議案 8．令和 4 年度診療報酬改定に向けた要望項目調査のお願い 

・各人要望があれば、班長まで意見をメールする． 

 

 

 

次回研究班会議予定： 令和 2 年 09 月 25 日 21 時 00 分より  

        場所： 浦和コミュニティーセンター  

                                         提出日 令和 2 年 08 月 31 日  

                                               文責： 三鍋 慎也              


